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回次
第15期

第２四半期累計期間
第14期

会計期間
自2023年１月１日
至2023年６月30日

自2022年１月１日
至2022年12月31日

売上高 （千円） 2,602,128 4,939,952

経常利益 （千円） 179,466 332,463

四半期（当期）純利益 （千円） 131,476 285,311

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 50,000 50,000

発行済株式総数 （株） 8,500,000 8,500,000

純資産額 （千円） 569,907 438,430

総資産額 （千円） 1,722,851 1,736,119

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 15.47 33.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 33.1 25.2

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 109,200 92,320

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △2,088 30,992

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △112,577 △228,164

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,062,031 1,067,496

回次
第15期

第２四半期会計期間

会計期間
自2023年４月１日
至2023年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 7.85

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

４．１株当たり配当額については、配当を実施していないため、記載しておりません。

５．当社は、第14期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第14期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰ

の部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(１）経営成績の状況

　当社が属する情報サービス業界においては、テレワークをはじめとする働き方改革への対応や企業における人手

不足を解消するための業務プロセスの自動化推進など、ＩＴ投資需要は依然として旺盛であります。ＩＴ投資の市

場規模は、当社の主要な事業領域であるデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）関連投資を牽引役として、今

後も堅調に拡大するものと予測されています。

　このような経営環境のもと、顧客のＩＴ投資効率の最大化を実現するため、当社は各業界大手企業のシステム開

発のＤＸ内製支援「０次ＤＸ」を推進してまいりました。当社の定義する「ＤＸ」とは、ＩＴを活用して業務の効

率化（コスト低減）や付加価値の増加（収益アップ）を実現し、それを通じて事業の競争力を向上することであ

り、また「内製」とは、事業会社がシステム会社任せにせず自ら主導的にシステム開発を推進することを指してお

ります。当社は顧客の「ＤＸ内製」を支援するにあたり、第三者的な受託者という意識ではなく、顧客との間で相

談・提案を繰り返しながら協働してシステム開発を進めることを特徴としており、それを「１次」請けを超えた

「０次」と表現しております。

　当第２四半期累計期間においては、顧客と協働してシステム開発を進める「０次システム開発」において、引続

き既存顧客の深耕と新規顧客の開拓を進めました。顧客企業へのＤＸ内製支援を実施する中で、エンジニアが提供

する価値に見合った価格改定を継続して推進しており、前事業年度末時点で109万円であった新卒入社者を除くエ

ンジニア社員の平均月単価を、当第２四半期累計期間末時点で119万円へアップいたしました。社員エンジニア数

は、順調な中途採用と新卒の採用拡大により、前事業年度末時点の183名に対し、当第２四半期累計期間末時点で

212名へ増加いたしました。

　パートナー企業の拡大に資するシステム開発企業向けオープンプラットフォームサービス「WhiteBox」において

は、会員の獲得及び有償化を推進し、総会員数は前事業年度末から300社増え、当第２四半期累計期間末時点で

1,630社となりました。

　この結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高2,602,128千円、営業利益179,959千円、経常利益

179,466千円、四半期純利益131,476千円となりました。

　なお、当社はＤＸ関連事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

(２）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産合計は1,594,052千円となり、前事業年度末に比べ10,929千円減少い

たしました。これは主に、長期借入金の返済等により現金及び預金が5,465千円減少したことによるものです。

　固定資産合計は128,799千円となり、前事業年度末に比べ2,338千円減少いたしました。これは主に、減価償却に

より有形固定資産が642千円、無形固定資産が480千円減少したことによるものです。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債合計は888,474千円となり、前事業年度末に比べ54,042千円減少いた

しました。これは主に、外注費の減少により買掛金が27,588千円、借入金の返済により一年内返済予定の長期借入

金が21,875千円減少したことによるものです。

　固定負債合計は264,470千円となり、前事業年度末に比べ90,702千円減少いたしました。これは、借入金の返済

により長期借入金が90,702千円減少したことによるものです。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は569,907千円となり、前事業年度末に比べ131,476千円増加いたし

ました。これは、四半期純利益の計上によるものです。
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(３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前会計年度末に比べ5,465千

円減少し、1,062,031千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は109,200千円となりました。これは主に、税引前

四半期純利益179,466千円の計上、賞与引当金の116,609千円増加、売上債権の9,620千円減少の一方、仕入債務の

27,588千円減少、未払消費税等の19,650千円減少、法人税等の支払額20,922千円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は2,088千円となりました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出2,119千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は112,577千円となりました。これは、長期借入金

の返済による支出112,577千円によるものです。

(４）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(５）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

(６）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(７）研究開発活動

　該当事項はありません。

(８）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社の経営成績に重要な影響を与える要因として、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した

「事業等のリスク」に記載のリスク項目を初めとする様々なリスクが、当社の経営成績に重要な影響を与える可能

性があると認識しております。

(９）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第２四半期累計期間における必要資金は、金融機関からの借入で賄っております。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

2024/02/16 15:24:11／23022306_株式会社情報戦略テクノロジー_公開申請書類（第２四半期）

- 3 -



種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,500,000 8,500,000 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。単元株

式数は100株であり

ます。

計 8,500,000 8,500,000 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 8,500,000 － 50,000 － －

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

髙井　淳 東京都大田区 4,476,317 52.66

株式会社ＩＳＴホールディングス 東京都大田区南千束３－14－９ 3,500,000 41.18

礒谷　幸始 千葉県船橋市 264,320 3.11

情報戦略テクノロジー社員持株会 東京都渋谷区東３－９－19 164,963 1.94

廣田　重徳 東京都大田区 94,400 1.11

計 － 8,500,000 100.00

（５）【大株主の状況】

2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,499,900 84,999

1「株式等の状況」（1）

「株式の総数等」②「発

行済株式」に記載のとお

りであります。

単元未満株式 普通株式　　　　100 － －

発行済株式総数 8,500,000 － －

総株主の議決権 － 84,999 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、第２四半期会計期間

（2023年４月１日から2023年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、ＥＳネクスト有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。

2024/02/16 15:24:11／23022306_株式会社情報戦略テクノロジー_公開申請書類（第２四半期）

- 6 -



（単位：千円）

前事業年度
（2022年12月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,087,496 1,082,031

売掛金 496,397 486,777

その他 21,087 25,243

流動資産合計 1,604,981 1,594,052

固定資産

有形固定資産 20,257 19,615

無形固定資産 5,340 4,860

投資その他の資産

　その他 107,532 106,316

　貸倒引当金 △1,992 △1,992

　投資その他の資産合計 105,540 104,324

固定資産合計 131,137 128,799

資産合計 1,736,119 1,722,851

負債の部

流動負債

買掛金 233,447 205,858

短期借入金 150,000 150,000

一年内返済予定の長期借入金 196,602 174,727

未払法人税等 20,922 47,989

賞与引当金 49,636 166,245

役員退職慰労引当金 40,000 -

その他 251,908 143,653

流動負債合計 942,516 888,474

固定負債

長期借入金 355,172 264,470

固定負債合計 355,172 264,470

負債合計 1,297,688 1,152,944

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

利益剰余金 388,034 519,511

株主資本合計 438,034 569,511

新株予約権 396 396

純資産合計 438,430 569,907

負債純資産合計 1,736,119 1,722,851

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

売上高 2,602,128

売上原価 1,842,866

売上総利益 759,262

販売費及び一般管理費 579,303

営業利益 179,959

営業外収益

受取利息 4

助成金収入 945

その他 95

営業外収益合計 1,045

営業外費用

支払利息 1,538

営業外費用合計 1,538

経常利益 179,466

税引前四半期純利益 179,466

法人税、住民税及び事業税 47,989

法人税等合計 47,989

四半期純利益 131,476

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 179,466

減価償却費 3,242

賞与引当金の増減額（△は減少） 116,609

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △40,000

受取利息及び受取配当金 △4

支払利息 1,538

売上債権の増減額（△は増加） 9,620

仕入債務の増減額（△は減少） △27,588

未払消費税等の増加額 △19,650

その他の資産増減額 △2,970

その他の負債増減額 △88,604

小計 131,656

利息及び配当金の受取額 4

利息の支払額 △1,538

法人税等の支払額 △20,922

営業活動によるキャッシュ・フロー 109,200

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,119

その他の投資増減額 30

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,088

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △112,577

財務活動によるキャッシュ・フロー △112,577

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,465

現金及び現金同等物の期首残高 1,067,496

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,062,031

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前事業年度
（2022年12月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年６月30日）

当座貸越極度額 200,000千円 200,000千円

借入実行残高 150,000 150,000

差引額 50,000 50,000

（四半期貸借対照表関係）

※　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。この契約に

基づく事業年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

給与手当 202,277千円

賞与引当金繰入 39,623千円

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

現金及び預金勘定 1,082,031千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △20,000

現金及び現金同等物 1,062,031

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自　2023年１月１日　至　2023年６月30日)

 当社の事業セグメントは、ＤＸ関連事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

金額(千円)

システム開発事業

その他

2,594,169

7,959

顧客との契約から生じる収益 2,602,128

外部顧客への売上高 2,602,128

（収益認識関係）

　当社は、ＤＸ関連事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は次のとおりであ

ります。

　当第２四半期累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 15円47銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 131,476

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 131,476

普通株式の期中平均株式数（株） 8,500,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益の算定に含めな

かった潜在株式で、前事業年度末から重要

な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場である

ため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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